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2年Ｅ～Ｈ組現代文（浅田）

夏目滋石｢こころ｣について

これから２学期の終わりまで、激石の「こころ」を扱っていきます。
扱い方としては、大雑把に次の予定を考えています。

？●

く全１２回＞

①初めの４回
オリエンテーションと教科書所収以前の部分、および教科書135ページまで
の内容

．②途中の４回（テスト返し含む）
内容を一度中断し、６つのグループに分かれて割り当てられた課題に関し調
・査・検討し、発表する。言語面・文化面に重きを置く６
③終わりの４回
教科響136ページ以降の内容および全体のまとめ

＜②で扱う内容＞
１班:出版文化史の中でのにころ」．：
↑出版される」という面に関連して、人々がどのような形でこの作品を享受
してきたかを、実際の例を示しながらまとめる。

２班:訓醗みの特徴
・この時代の漢字には、今とはかなり違った読みが当てられている。これを、
「こころ」全編を対象に、できれば他の作家の作品とも比較して、その特徴
を考える。

３班:外来語の表配

明治期において、外来語や外国人の名前には、漢字を当てはめる努力がなさ
れていた。「こころ」においてはそれがどうなっていて、現代にどの程度継
承されているかを、実際に明治期に書かれたものも含めながら調べてみる。

４班:仮名遣いの特徴
単に「歴史的仮名遣い」で書かれていた、ということではなく、その仮名遣
いには古文とも戦後の現代文とも異なる揺れがある｡その実態を考えてみる。

５班:賠蕊使用の現代との相違
濡句には、国語辞典には載っていても、今ではあまり使われていない意味用

印．法が存在する。それをできるだけピックアップし、どのような意味で使われ
ているか考察する。

６班:『坊っちゃん｣とにころ｣の文体の違い
同じ瀬石でも作品によって文体が異なる。今回はわかりやすい例として、彼
の初期作品である「坊っちゃん」と比較し、どのような違いが文体の差異を
作っているかを具体的にとらえてみたい。
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